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室外機ｽﾍﾟｰｽ

(展望ｽﾍﾟｰｽ)

(海の軒下・
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ)

(待合室)

(街の軒下)

事務室
61.7㎡
GL+3700

1F 平面図 S=1/500(A3)

2F 平面図 S=1/500(A3)
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駐輪場

ﾍﾟｱｼﾃｨ中央ﾛｰﾄﾞからﾍﾟｱｼﾃｨ東ﾛｰﾄﾞから ﾍﾟｱｼﾃｨ西ﾛｰﾄﾞから

街から海 海から街の関係をつくる

街と海の両方に呼応する屋根と床

胸壁+雁木の居場所づくり

市松配置の内部と軒下

街にも海にも開かれた《編む港》
三原の歴史深い街と､瀬戸内を感じる海が相互に浸透する「街
と海を《編む港》」を提案します。海の街に快適な環境を生む
ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝと､創造的な使い方を生むｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝを重ね
合わせ、すべての人に開かれた新たな出会いを生む港です。

 つくるとつかうの議論を連携させる

[つくる]だけでなく[つかう]の専門家をチームに加え、
双方の議論を促進・連携させることを提案します。例え
ば高校生と社会実験を行ったり、港の新しい使い方を
考えたり、港づくりを自分事とする気運を[育て]ます。

県･市関係者

高齢者･親子

中高大生

つくるﾜー ｸｼｮｯﾌ゚ の例

県･市関係者と使い手の
意見を調整し練り上げる

使い手の醸成･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝ
ｸﾞと使い方検討を行う

つかう社会実験の例

〈管理技術者･総合主任担当〉
地域資源活用施設実績豊富

〈ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾅｰ〉
地域ﾘｻｰﾁ/公園設計実績豊富

〈構造設備積算主任担当〉
港湾･交通施設設計実績豊富

ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ/高校生ﾘｻｰﾁ
〈TY大学Y研究室〉

都市・街路社会実験
〈YG大学S研究室〉

市民巻き込みﾌﾟﾛｾｽ
〈都市環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ会社〉

ﾀｰﾐﾅﾙ型から編み目型へ

編み目型(縫合･開放･相互浸透
)の開かれた公共空間とし、三
原の新しい交流拠点にします｡

海
街

街路から見える ｱｲｽﾄｯﾌﾟとなる屋根

雁木を
参照した
居場所

胸壁

 編む港のｺﾝｾﾌﾟﾄ

駐輪場
屋根

ｲﾍﾞﾝﾄ広場
ﾀｰﾌﾟ

連絡通路
屋根

わんぱく広場

ねじれ屋根ﾗｰﾒﾝ構造のﾒﾘｯﾄ

長さが同じ柱がhわないこ
とで変形を抑える

平常時 地震時

平常時 地震時

面積表(㎡)

旅客待合室 97.4

事務所
清掃用倉庫
水防資材倉庫

観光・交流ｾﾝﾀｰ(倉庫含む)
監視員詰所
ﾄｲﾚ

駐輪場

61.7
10.7
18.2

13
52.5
308.8

200

107.7

241.1

602.3

室名 面積

旅
客
ﾀ
I
ﾐ
ﾅ
ﾙ

自転車 120
自動二輪 80

連絡通路

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ(発券機･出札室)

合計 1111.1

※青字は空調領域を示す

凡例

空調あり

空調なし

展望ｽﾍﾟｰｽ

事務所

誰でも待合室

▽GL±0

柱:□175×175

木垂木:210×105

柱:□150×150

柱:□100×100

鉄骨梁:
H194×150

柱:□125×125

低い屋根の梁が
高い屋根の柱の
座屈を抑える

既存胸壁は公園全体でで
きる限り移動せず、現況
の特徴をそのまま活用。
工期工費を削減しながら､
三原港に固有の豊かな居
場所をつくります。

市松配置は計画時の柔軟
性を持ちます。豊富な軒
下空間はさまざまな活動
を受け止める冗長性の高
い、使いやすい場です。

｢港を訪れた誰もが港内の回遊ができ快適に安心して過ごせる施設づくり｣ ｢魅力的でありかつ合理的で実現性の高い施設づくり｣

安心の重ね合わせによる豊かな居場所 港に新しい使い方をもたらすﾃﾞｨﾃｰﾙとCC
緩やかに雁行する軒下空
間により動線の選択肢や
分かりやすい回遊性、周
囲での活動の連鎖などに
より安心感を生みます。

ｺｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ
② ③

｢にぎわいづくりに寄与し港が感じられる景観を形成する施設づくり」

海と山を感じる景観を日常に接続
内部空間を市松状に分散
させた配置により緩やか
に軒下空間が繋がり、海
と山、そして街への抜け
の景観が生まれます。

①

◀ ◀

既存胸壁

現況の特徴を
活かした
多様な居場所

◀

内港西側に
ある雁木

◀ ◀

既存胸壁に雁木を組み合
わせることで、これまで
ﾊﾞﾘｱｰであった胸壁を、
安全で多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙを
受容する居場所へと転換
します。

内港西側にもある古くか
らの親水の知恵・雁木を
高低差をつなぐ居場所づ
くりのﾂｰﾙとして参照し､
現況に対応しながら、様
々な姿勢を受け止めます｡

◀ 既存胸壁雁木を
参照した
居場所

雁木

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮
したﾚﾍﾞﾙ処理

内港と施設全体が
見渡せる事務所

ｽﾛｰﾌﾟ

北側の窓から
拡散光を取り込む

既存胸壁 植物への散水や
災害時の利用

ねじれに
よる雨集

水

心地よい海風を
取り込む

床下を活用
した雨水ﾀﾝｸ

塩害対策を施した
鉄骨造

一般流通木材でつくる
ねじれ屋根

▽高潮から守る床ﾚﾍﾞﾙ ▽高潮時

展望
ｽﾍﾟｰｽ

強風は受け流す

既存胸壁WSで考案された
ｵﾘｼﾞﾅﾙ屋台

街区の間から見えがくれ
するねじれ屋根

手すりが気に
ならない眺望

▽GL+800

筆影山へ

桜山へ

街へ

屋根の間口が
広く使い易い
街の軒下

海へ

既存胸壁

高潮や塩害に備えるとともに、居心地や省ｴﾈ、CCも両

立する設備・構造計画とします。

全ての場所に車椅子で行けます。GL±0の待合室を設け､

最低限の高低差も緩やかなｽﾛｰﾌﾟでﾊﾞﾘｱﾌﾘｰとします。

胸壁天端と床の高さをhえることで､水面が大きく見え

る筆影山の眺望と､街へも視線が抜ける体験を生みます｡

構造は屋根単位ごとの大きさに合わせて、適正で無駄

のない鉄骨部材により強固なﾗｰﾒﾝﾌﾚｰﾑを形成します。

市松配置により、建物まわりは回遊性が生まれ死角がな

くなり、安心して過ごせる軒下空間になります。

高低差のあるねじれ屋根の上下を視線が抜け、街から海

を、海から街を近くに感じることができます。

海側

街側

視線
の抜
け

活動の連鎖

回遊性

市民の生活の場であり旅行者の発着点でも
ある港｡さまざまな人々が共存し､豊かな時
間を過ごせる軒下が広がります。

日常と非日常が共存する平面計画

今日は軒下で
ﾌﾘﾏやってるよ〜

今日ｲﾍﾞﾝﾄ広場
は商店街のお祭
りだって

胸壁の高さに上がるだ
けでこんなに景色が変
わるのね

ﾏﾘﾝﾃﾞｲなどｲﾍﾞﾝﾄ
では屋台が並びます

交流ｾﾝﾀｰからも外から
も使えていろいろ
ｲﾍﾞﾝﾄに対応できます

ﾌﾗｯﾄだから車椅子でも
入りやすいね

爽やかな海風が
抜ける〜

ﾀｰﾐﾅﾙも港も
全体見渡せます

お迎えまで
宿題だ！

朝は高校の友達と
駐輪場のﾍﾞﾝﾁで待合せ

港が楽しいって中高生が
植木の世話も手伝って
くれるようになった

観光ﾊﾞｽ降りても
雨に濡れない！

分かりやすくて
便利なﾄｲﾚ

保育園からの散歩ｺｰｽは
地下道からが安全ね

駅からずっと見えてた
この木の屋根、、
ねじれてる！

GL+800の場合

 街と海を編んでつなぐ断面計画 街と海を編む屋根形状

街と海両側に正面性を与え、

東西からの人の流れも迎えま

す。背景への視線の抜けや風
雨/日影をﾁｭｰﾆﾝｸﾞします。

① 大屋根を
浅く分節

③ 連動させて
ねじる

② 環境に合わせて
上下する

街と海のあいだに奥行きの
浅い領域を重ねる

屋根の)間に
抜けを生む

場所に応じて
方向性を生む

眺望や視線の抜けなどをはじめとしたﾀｰ
ﾐﾅﾙとしての魅力に、安全性･実現性･環
境性能などをﾊﾞﾗﾝｽよく重ね合わせます。

GL±0の場合

手すり･歩行者干渉なし/水面大手すり･歩行者干渉/水面小

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄの抑制

①耐久性と施工性に配慮し一般的な工法

を採用して､地元施工者の工事参加や維持

管理のﾊｰﾄﾞﾙを下げ､ｺｽﾄ削減。

②駆体/内外装は一般的なものを採用し、

天井高など寸法的にﾒﾘﾊﾘをつけるなど、

空間の豊かさとｺｽﾄ削減を両立。

③半外部空間を活かし、設備を最小限化｡

ﾊﾟｰｸ全体では既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装や胸壁をで

きる限り活かすなどﾒﾘﾊﾘのあるｺｽﾄ配分。

④ﾀｰﾐﾅﾙ部の掘削工事で発生した建設残土

をﾊﾟｰｸの盛土などで再利用しｺｽﾄ削減。

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄの抑制

①一般的な材料やﾃﾞｨﾃｰﾙを採用を徹底し､ﾒ

ﾝﾃﾅﾝｽ性を高めてﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄを抑制します｡

②広い半屋外空間によって空調域を絞り、

太陽光発電ｼｽﾃﾑや植栽散水への雨水利用な

ど再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを積極的に活用します。

きめ細かなｺｽﾄ管理の徹底
課題の早期把握に向け調査･協議･
案の比較検討を設計初期に集中し

て行うﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ手法で、確実

なｽｹｼﾞｭｰﾙの管理を行います。

施工床面積算定図

延床面積に含まない庇
(工事概算費には計上)

連絡通路

延床面積2F

港･施設全体が見渡せる事務室

国道からﾀｰﾐﾅﾙ越しに筆影山を見る。ねじれた屋根の上下から海や山を感じることができる。

ﾛｰﾀﾘｰからｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙをみる。発券機ｽﾍﾟｰｽが分かりやすい位置にある。 展望ｽﾍﾟｰｽを見る。胸壁の干渉がなく、それだけで贅沢な三原ならではの風景。街の軒下から筆影山を見る。船に乗らない人も立ち寄り易い新しい港の顔。ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙから待合室を見る。高い屋根と低い屋根が旅への高揚感を与える。


